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社会資本の整備は、わたしたちの豊かな生活を
支えており、その中でも下水道施設は大きな役
割を担っています。
その下水道施設にいま、コンクリート構造物が腐
食し道路の陥没事故や侵入水などの問題が発
生しています。
その主な要因は、イオウ酸化細菌によるコンクリ
ートの腐食であることが判明しています。
当協会では、その原因であるコンクリート腐食の
メカニズムに着目し、研究・開発を重ね、イオウ酸
化細菌による腐食からコンクリートを守る画期的
なビックリート製品を開発しました。
ビックリート製品は、1993年に初めて下水道に採
用されて以来、30年を超える実績を有していま
す。
この技術は、1999年、（公財）日本下水道新技術
機構の建設技術審査証明を取得後、5年毎に更
新され現在、審査証明第2323号として認められ
ています。
さらに、2004年に（公社）日本下水道協会のⅡ類
認定適用資器材（下水道用耐食性コンクリート
製品）に登録されています。また、（公社）日本下
水道協会「下水道管路施設ストックマネジメント
の手引き」に腐食環境Ⅲ種に適用する腐食抑制
対策として防菌コンクリートを使用することが記
載されています。

（公財）日本下水道新技術機構　建設技術審査証明
（公社）日本下水道協会　Ⅱ類認定適用資器材
（公社）日本下水道協会「下水道管路施設ストックマネジメントの手引き」Ⅲ種対応

ビックリートの腐食抑制効果が公的機関で認められています
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ビックリート製品の特長

ビックリートはイオウ酸化細菌の働きを阻害することで硫酸の生成を防ぐ「ビック剤」を混和したコンク
リートです。下水道施設に使用されるコンクリートの腐食・劣化を未然に防止することができます。
ビックリートは（公財）日本下水道新技術機構の建設技術審査証明を取得しています。
また、「ビックリート製品」として、ヒューム管、マンホール、ミニシールドセグメント等が（公社）日本下水
道協会のⅡ類認定適用資器材の「下水道用耐食性コンクリート製品」に登録されています。

ビックリートを用いた製品の規格は、既存の日本産業規格（JIS）や（公社）日本下水道協会規格
（JSWAS）に基づいたものになっており、外観・形状・寸法及び強さ等の性能はその公的規格に準拠
しています。
全国各地にある製造工場によって、安定した供給体制が構築されています。

ビック剤はイオウ酸化細菌以外の微生物への影響を無視できます。また、人体、活性汚泥、環境への
悪影響がありません。

ビックリート製品は既存の生産設備で製造することが出来るので、全国にある協会員の工場で製造
することができます。しかも、施工時に特別な費用が掛からず、腐食や劣化による維持管理費も不要な
ため、経済性に優れています。

ビックリート製品は、ビック剤の検出試験などにより品質管理されています。

ビックリートは（公社）日本下水道協会「下水道管路施設ストックマネジメントの手引き（旧 下水道管路施設
腐食対策の手引き（案）」のⅢ種対応製品です。平均硫化水素濃度10ppm以下では、コンクリートの標準
的な耐用年数の50年を確保できます。
また、平均硫化水素濃度50ppm以下では、従来のコンクリートに対し腐食の進行が1/4程度になります。

ビック剤は混和剤と同様にコンクリート中に均一に分
散し、かつ強度への影響がありません。

ビックリートは、コンクリート全体が防菌性を有しているので、コンクリート表面にキズ等が生じても何ら
防菌性能に影響することはありません。また、継手部に防食のための目地処理等を施す必要がない
ので、施工が簡便です。

取扱いが簡便

ビックリート製品の特長
ビックリートとは

腐食劣化を防止

全てのコンクリート二次製品に適用

公的規格に準拠

安全性を確認

経済的

十分な品質管理

●目視タイプの検出器によるビック剤混入の確認状況
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硫化水素はそのほとんどが硫酸塩還元菌によっ
て下水中で作られます。硫化水素は、飽和状態
または下水のかく乱によって水中から空中に放出
され、下水管内表面で
イオウ酸化細菌の働き
によって酸化され硫酸
に変化します。

イオウ酸化細菌によるコンクリート  の腐食を防ぐビックリート製品イオウ酸化細菌によるコンクリート  の腐食を防ぐビックリート製品

微生物の働きと酸の生成 防食から防菌へ

コンクリートの主成分である水酸化カルシウム
Ca（OH）2は硫酸の作用によってシリカゲルと硫
酸カルシウム（二水石膏）に変化します。
シリカゲルは水に溶け易く、硫酸カルシウムはパテ
状の脆弱物質で、下水の飛沫などの少しの衝撃
でも崩落します。このため下水管内ではコンクリ
ートの腐食・劣化が進行します。
6年間の供用で60mm厚のコンクリートが30mm
厚まで腐食し、鉄筋や骨材が露出した事例など
も報告されています。

酸によるコンクリートの腐食

コンクリートの劣化は、一般的に、経年変化に伴う老朽化や外力などによって発生します。　　これに加えて、下水道施設に用いられるコンクリートではイオウ酸化細菌によって生成される
硫酸による腐食が発生します。
ビックリート製品はイオウ酸化細菌に対して防菌作用をもつ“ビック剤”を混入しているので、　　腐食からコンクリートを守ります。

ビックリートとは、コンクリートに防菌剤（ビック剤）を均一に混入した防菌コンクリートです。ビック剤は
化学的に安定した鉱物質を主材料にしています。従来のコンクリートと比べても圧縮強度、曲げ強
度、クリープなどの諸性状は全く変わりません。

ビックリートの性状

ビックリートは、コンクリート全体に均一に分散して
いるため、永年の供用によって摩耗、損傷などが
生じても防菌効果が低下することなく、当初の効
果を保ちます。

ビックリートの効果

●イオウ酸化細菌
●下水管の腐食の原理

●ビックリート製品中に混入された特殊成分〈電子顕微鏡写真〉
●ビックリートと普通コンクリートの圧縮強度の例
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●下水道内でのコンクリートの腐食の様子



硫化水素はそのほとんどが硫酸塩還元菌によっ
て下水中で作られます。硫化水素は、飽和状態
または下水のかく乱によって水中から空中に放出
され、下水管内表面で
イオウ酸化細菌の働き
によって酸化され硫酸
に変化します。

イオウ酸化細菌によるコンクリート  の腐食を防ぐビックリート製品イオウ酸化細菌によるコンクリート  の腐食を防ぐビックリート製品

微生物の働きと酸の生成 防食から防菌へ

コンクリートの主成分である水酸化カルシウム
Ca（OH）2は硫酸の作用によってシリカゲルと硫
酸カルシウム（二水石膏）に変化します。
シリカゲルは水に溶け易く、硫酸カルシウムはパテ
状の脆弱物質で、下水の飛沫などの少しの衝撃
でも崩落します。このため下水管内ではコンクリ
ートの腐食・劣化が進行します。
6年間の供用で60mm厚のコンクリートが30mm
厚まで腐食し、鉄筋や骨材が露出した事例など
も報告されています。

酸によるコンクリートの腐食

コンクリートの劣化は、一般的に、経年変化に伴う老朽化や外力などによって発生します。　　これに加えて、下水道施設に用いられるコンクリートではイオウ酸化細菌によって生成される
硫酸による腐食が発生します。
ビックリート製品はイオウ酸化細菌に対して防菌作用をもつ“ビック剤”を混入しているので、　　腐食からコンクリートを守ります。

ビックリートとは、コンクリートに防菌剤（ビック剤）を均一に混入した防菌コンクリートです。ビック剤は
化学的に安定した鉱物質を主材料にしています。従来のコンクリートと比べても圧縮強度、曲げ強
度、クリープなどの諸性状は全く変わりません。

ビックリートの性状

ビックリートは、コンクリート全体に均一に分散して
いるため、永年の供用によって摩耗、損傷などが
生じても防菌効果が低下することなく、当初の効
果を保ちます。

ビックリートの効果

●イオウ酸化細菌
●下水管の腐食の原理

●ビックリート製品中に混入された特殊成分〈電子顕微鏡写真〉
●ビックリートと普通コンクリートの圧縮強度の例

圧
縮
強
度（
N
/m
m
2
）

養生期間（日）

80.0

75.0

70.0

65.0

60.0

55.0

50.0

45.0

40.0

●曝気槽にて2年間暴露試験を行ったテストピースの腐食
　状況比較

（Thiobacilus thiooxidans,NB1-3株）

2mm

普通コンクリート 普通コンクリートビックリート

H2O
H2S＋2O2
→H2SO4

H2S

（腐食なし）
H＋＋HS－

温度差による
結　露

結露と
く
に
激
し
い
部
分

（コンクリート管）

7 28

標準供試体
ビックリート

●下水道内でのコンクリートの腐食の様子



〒105-0004  東京都港区新橋5-33-11　日本ヒューム（株）内
www.bic.gr.jp

ビックリート製品協会

●事務局
03-3433-4114

●北海道支部
011-688-7026

●東日本支部
03-3433-4121

●中部支部
052-253-9061

●関西支部
06-6479-2020

●中四国支部
06-6479-2023

●九州支部
092-283-5115

2024.07.2000改○SU

〒105-0004  東京都港区新橋5-33-11　日本ヒューム（株）内
www.bic.gr.jp

ビックリート製品協会

●事務局
03-3433-4114

●北海道支部
011-688-7026

●東日本支部
03-3433-4121

●中部支部
052-253-9061

●関西支部
06-6479-2020

●中四国支部
06-6479-2023

●九州支部
092-283-5115


